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NY マーケットレポート（2016 年 4 月 13 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米小売売上高と生産者物価指数が、ともに市場の改善予想に反して悪化したことを受けて、ドルが主要

通貨に対して下落する動きとなった。その後は、中国の経済指標の改善や、米企業決算を好感して株価が大きく上昇していることが材

料視され、投資家のリスク回避の動きが和らぎ、ドル円・クロス円は値を戻す動きとなった。しかし、G20（財務相・中央銀行総裁会議）

の行方を見極めたいとの思惑も強く、終盤にかけては小動きの展開が続いた。 

 

 
出所：SBILM  
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NY 市場レポート 

21：00 

ドル/円 109.35  ユーロ/円 123.59  ユーロ/ドル 1.1303 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6335.62 +93.23 
ダウ 

先物ミニ 
17733 +96 

仏 CAC40 4456.45 +110.54 
S&P 

500 ミニ 
2067.75 +12.00 

独 DAX 9981.12 +219.65 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4524.00 +34.00 

出所：SBILM 

 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月ポーランド経常収支 -3.83 億 EUR（予想 4.59 億 EUR・前回 8.05 億 EUR） 

前回発表の 7.64 億 EURから 8.05 億 EURに修正 

 

2 月ポーランド貿易収支 3.41 億 EUR（予想 7.74 億 EUR・前回 5.48 億 EUR） 

前回発表の 5.76 億 EURから 5.48 億 EURに修正 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月米小売売上高（前月比） -0.3％（予想 0.1%・前回 0.0%） 

前回発表の-0.1％から 0.0％に修正 

 

3 月米小売売上高[除自動車] 0.2％（予想 0.4%・前回 0.0%） 

前回発表の-0.1％から 0.0％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪米小売売上高≫ 

            3 月・・2 月・・1 月・・12月・・11月・・10月・前年同月 

小売売上高・・・・・・-0.3・・ 0.0・・-0.4・・ 0.3・・・ 0.3・・ 0.0・・ 3.6 

除く自動車・・・・・・ 0.2・・ 0.0・・-0.3・・ 0.4・・・ 0.3・・ 0.1・・ 3.4 

自動車・部品・・・・・-2.1・・ 0.0・・-0.5・・ 0.0・・・ 0.6・・-0.3・・ 1.4 

建設資材等・・・・・・ 1.4・・ 1.4・・-0.4・・ 4.9・・・ 0.6・・ 1.0・・10.8  

食品・飲料・・・・・・ 0.0・・ 0.0・・ 0.5・・-0.4・・・ 0.8・・-0.2・・ 1.2  

総合小売店・・・・・・ 0.5・・-0.3・・-0.7・・ 0.1・・・ 0.0・・-0.5・・ 1.2 

大規模小売店・・・・・-0.6・・-0.1・・-2.2・・ 0.4・・・-0.5・・ 0.1・・-6.1  

その他小売店・・・・・ 0.0・・-0.7・・ 0.9・・-1.1・・・ 2.0・・-0.1・・ 2.6 

（前月比％） 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月米生産者物価指数（前月比） -0.1％（予想 0.2%・前回 -0.2%） 

 

3 月米生産者物価指数[コア] -0.1％（予想 0.1%・前回 0.0%） 

 

3 月米生産者物価指数（前年比） -0.1％（予想 0.3%・前回 0.0%） 

 

3 月米生産者物価指数[コア] 1.0％（予想 1.3%・前回 1.2%） 
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出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪生産者物価指数≫ 

             3 月・・2 月・・1 月・・12月・・11月・・10月 

最終需要・・・・・・・・・-0.1・・-0.2・・ 0.1・・-0.2・・0.4・・-0.3 

消費財・・・・・・・・・・ 0.2・・-0.6・・-0.7・・-0.7・・0.1・・-0.3 

食料品・・・・・・・・・・-0.9・・-0.3・・ 1.0・・-1.4・・0.3・・-0.8 

エネルギー全体・・・・・・ 1.8・・-3.4・・-5.0・・-3.5・・0.5・・-0.3 

除く食品・エネルギー・・・ 0.1・・ 0.1・・ 0.0・・ 0.1・・0.0・・-0.3 

サービス・・・・・・・・・-0.2・・ 0.0・・ 0.5・・ 0.1・・0.5・・-0.4 
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22：00 

IMF が国際金融安定性報告書を公表 

 

・「16年に入っての市場の動揺は金融の安定性に悪影響」 

・「昨年 10月以降、世界の金融安定性へのリスク高まった」 

・「さらなる市場の動揺回避には一段の措置必要」 

・「先進国の銀行の安全性は過去数年間に高まった」 

 

・「金融の停滞が世界の GDPの重石となるリスク」 

・「米国は政府支援機関の優位を減じる取り組み強化を」 

・「ユーロ圏は早急に銀行の不良債権問題に取り組む必要」 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17831.58 +110.33 

ナスダック 4907.48 +35.39 

出所：SBILM 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月米企業在庫（前月比） -0.1％（予想 -0.1%・前回 -0.1%） 

前回発表の 0.1％から-0.1％に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

 



 
                                           

7 

指標結果データ 

≪米企業在庫≫ 

         2 月・・1月・・12月・・11 月・・10月・前年同月比 

企業在庫・・・・・-0.1・・-0.1・・ 0.0・・-0.1・・-0.1・・ 1.2 

製造業・・・・・・-0.4・・-0.5・・-0.2・・-0.3・・-0.2・・-2.3  

小売業・・・・・・ 0.6・・ 0.4・・ 0.4・・ 0.3・・ 0.1・・ 5.9 

卸売業・・・・・・-0.5・・-0.2・・-0.2・・-0.3・・-0.2・・ 0.6 

 

         2 月・・1月・・12月・・11 月・・10月・前年同月比 

企業売上・・・・・-0.4・・-0.8・・-0.6・・-0.4・・-0.3・・-1.4 

製造業・・・・・・-0.7・・-0.2・・-1.4・・-0.1・・-0.7・・-3.5 

小売業・・・・・・-0.2・・-0.3・・ 0.2・・ 0.3・・-0.1・・ 3.1 

卸売業・・・・・・-0.2・・-1.9・・-0.3・・-1.2・・ 0.0・・-3.1 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

カナダ政策金利発表 0.50％（予想 0.50%・前回 0.50%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：30 

≪EIA 米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・663万バレル増加 

ガソリン在庫・・424万バレル減少 

留出油在庫・・・50.5万バレル増加 

 

 

23：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米金融大手の決算内容が市場予想を上回ったため、金融株を中心に買いが広がり、主要株価は堅調な動きとなって

いる。また、中国の 3 月の輸出額が増加に転じたことを好感し、欧州株が堅調に推移していることも材料視されている。ダウ平均株価

は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 138 ドル高まで上昇している。 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）3 月の米小売売上高は、前月比-0.3％の 4468 億 8700万ドルとなり、市場予想+0.1％に反し減少となった。主力の自動車関連が大

きなマイナスとなったことで全体が押し下げられた。変動が大きい自動車・同部品を除く売上高は+0.2％、前年同月比では+1.8％。

自動車・同部品が-2.1％と昨年 2月以来の大きな減少率、服飾は-0.9％、百貨店が-0.6％、建材・園芸は+1.4％、家具・内装は+0.3％、

電子・家電は+0.1％、総合小売りは+0.5％、ガソリン価格の持ち直しでガソリンスタンドも+0.9％となり、昨年 6 月以来の高い伸

びとなった。 

 

 

（2）3 月の米卸売物価指数は、前月比-0.1％となり、2 ヵ月連続のマイナスとなった。市場予想の+0.2％に反して低下した。前年同月

比でも-0.1％となった。 

 

 ①サービス分野で値下がりしたことが全体を押し下げる要因となった。エネルギー関連の値上がりにより、モノの価格は 9 ヵ月ぶり

に上昇した。 

 

 ②変動の激しい食品とエネルギーを除いたベースは、前月比-0.1％、前年同月比では+1.0％となった。食品とエネルギー、貿易 

  サービスを除いたベースは、前月比横ばいで、前年同月比では+0.9％となった。 

 

 ③品目別では、エネルギーが前月比+1.8％となり、4ヵ月ぶりのプラスとなる一方、食品は-0.9％となった。サービスは前月比 

  -0.2％、サービスのうち貿易が-0.5％、輸送・倉庫は-0.3％。サービスは前年同月比では 1.2％の上昇だった。 

 

 

（3）2 月の米企業在庫は、前月比-0.1％の 1 兆 8120億 9800 万ドルで市場予想と一致、前年同月比では+1.2％となった。 

 

 ①卸売業が前月比-0.5％と 2013年 5 月以来の大きな減少率、製造業が-0.4％、小売業は+0.6％、自動車・同部品を除く小売業は+0.3％

となった。 

 

 ②小売業の内訳は、自動車・同部品が+1.3％、食品・飲料が+0.8％、服飾は+0.7％、建材・園芸が+0.5％。一方、家具・家電は-0.1％

となった。 

 

 ③企業売上高は、前月比-0.4％の 1兆 2844 億 1700 万ドルとなり、金額ベースで 2012年 10月以来の低水準となった。前年同月比で 

  は-1.4％。業種別の前月比では、製造業が-0.7％、小売業が-0.2％、卸売業が-0.2％。売上高に対する在庫の比率は、前月から横

ばいの 1.41 となった。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6362.89 +120.50 

仏 CAC40 4490.31 +144.40 

独 DAX 10026.10 +264.63 

ストック欧州 600 指数 343.06 +8.42 

ユーロファースト 300 指数 1349.35 +33.70 

スペイン IBEX35 指数 8820.70 +274.40 

イタリア FTSE MIB 指数 18165.59 +720.79 

南ア アフリカ全株指数 52938.24 +878.48 

出所：SBILM 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、中国の 3 月の輸出額が増加に転じたことで中国経済の減速懸念が後退し、投資家がリスク姿勢を強めたことを受けて、

主要株価は大幅続伸となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17868.90（+147.65）、S&P500 2078.63（+16.91） ナスダック 4925.00（+52.91) 

 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、3 月の米小売売上高や米卸売物価指数がいずれも市場予想に反してマイナスとなったことを受けて買

いが先行したものの、米国株の大幅上昇で売りが出るなど、もみ合いの動きとなった。 

 

午前の利回りは、30年債が 2.60％（前日 2.60％）、10年債が 1.78％（1.78％）、7年債が 1.54％（1.53％）、5年債が 1.23％（1.21％）、

3 年債が 0.91％（0.87％）、2年債が 0.75％（0.74％）。 

 

 

2：00 

≪米財務省 10 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.765％（前回 1.895％） 

最低落札利回り・・・・1.651％（前回 1.761％） 

最高利回り落札比率・・98.52％（前回 81.84％） 

応札倍率・・・・・・・2.75 倍（前回 2.49 倍） 
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3：00 

≪米地区連銀経済報告≫ 

 

・「大半の地区で物価がやや上昇」 

・「大半で緩やかないし緩慢な成長」 

・「製造業活動は大半の地区で拡大」 

 

・「小売り業者は全般に 2016 年の見通しを楽観」 

・「個人消費は大半の地区で緩慢なペースで増加」 

・「労働市場の状況は引き続き力強くなっている」 

 

・「いくつかの地区で賃金加速の兆候」 

・「賃金はアトランタ連銀地区以外で増加」 

・「4 月 7日以前のデータを基に作成」 

 

3：30  

NY 金は、中心限月が前日比 12.60 ドル安の 1 オンス＝1248.30 ドルで取引を終了した。 

 

4：15 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.41 ドル安の 1バレル＝41.76 ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1248.30 -12.60 

NY 原油 41.76 -0.41 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米国株の大幅上昇で投資家のリスク志向が強まり、これまで逃避的に買っていた金を売る動きが優勢となった。また、ドル

が主要通貨に対して上昇したことで、ドルの代替資産としての需要も後退した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米石油統計で原油在庫が市場の予想以上に増えたことで軟調な動きとなった。しかし、ガソリン在庫や原油生産量の減少

を手掛かりに買いも 42ドル台まで上昇する動きも見られた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17908.28 +187.03 17918.35 17741.66 

S&P500 種 2082.42 +20.70 2083.18 2065.92 

ナスダック 4947.42 +75.33 4951.91 4903.60 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米金融大手の決算内容が市場予想を上回ったため、金融株を中心に買いが広がり、主要株価は堅調な動きとなった。ま

た、中国の 3 月の輸出額が増加に転じたことを好感し、欧州株が大幅上昇となったことも材料視された。ダウ平均株価は、序盤から堅

調な動きとなり、一時前日比 197ドル高まで上昇する場面もあった。 
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出所：Bloomberg 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 109.30  109.41  109.03  

EUR/JPY 123.27  123.63  123.02  

GBP/JPY 155.24  155.76  154.97  

AUD/JPY 83.62  83.75  83.36  

NZD/JPY 75.58  75.73  75.38  

EUR/USD 1.1279  1.1327  1.1272  

AUD/USD 0.7651  0.7677  0.7634  

出所：SBILM 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米経済指標が予想に反して悪化したことから、ドルが主要通貨に対して軟調な動きとなった。しか

し、その後は堅調な株価動向を受けて、ドル円・クロス円は値を戻す動きとなったものの、G20 を控えて様子見ムードもあり、終盤ま

で小動きの展開が続いた。 
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出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 
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